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音声コミュニケーションはヒトの基本的かつ基礎的な営みである．それに対して，“ヒ
トはどのように音声中から言語情報を得ているのか？”という問いに対する解答は未だ得
られていない．解明に至らない一つの要因として，話者間での差異（個人性）が挙げられ
る．発話内容が同じであっても，ヒトにより音響特徴量は異なっている．ヒトは話者が異
なっていても，話者間に差異があるにも関わらず，共通の言語情報を聴取できる．これは，
ヒトは個人性を正規化または適応することで言語情報を得ているからだと考えられる．一
方，ヒトは個人性を利用して音声中から話者を判断することができる．しかし，“ヒトは
どのように話者を判断しているのか？”という問いに対する明確な解答には未だ至ってい
ない．どのように個人性を正規化または適応しているか？，あるいは，どのように話者を
判断しているのか？という問題は音声科学の基本的課題である．これらのメカニズムを解
明するためには，まず，音声中のどのような特徴量が個人性知覚要因となっているかを明
らかにする必要がある．
個人性知覚に関する先行研究によって，様々な特徴量が個人性知覚へ寄与することが報
告されてきた．これらの先行研究は，時間的に平均的な特徴量 (静的成分)に関する研究
と時間的に変動する特徴量 (動的成分)に関する研究に大きく分類される．しかし，これ
までの研究において，個人生知覚と動的成分の関係の調査が十分に行われて来たとは言い
難い。動的成分は発話器官の動きに由来し，その動きに関連する複数の音響特徴量が関連
して変化していると考えられる．つまり，個人性知覚と動的成分の関係を調査する上で複
数の音響特徴量を有機的に組み合わせて検討を行う必要がある．複数の音響特徴量を有機
的に集約する上で，声質や発話様式といった聴取印象に着目することは有益であると考え
られる．聴取印象は形容詞（表現語）によって記述される．同じ非言語情報である感情音
声や歌声などの分野においても，知覚と音響特徴量との関係が三層構造モデルを用いて
構築されている．本稿では，個人性知覚（第一層）と聴取印象（第二層），および音響特
徴量（第三層）の関係を三層構造モデルによりトップダウン的に議論した．さらに，第三
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層の音響特徴量の変化が第一層の個人性知覚に与える影響をボトムアップ的に検証した．
これらの結果を報告する．
個人性知覚（第一層）と聴取印象（第二層）の関係の解明には，まず，話者間の類似性
評定実験に基づいてMDSにより話者の知覚的距離空間を作成した。そして，次に，SD

法により求めた話者の聴取印象の強度とその空間との対応を重相関分析により調査する
ことで求めた．その結果，「はきはき」が，個人性聴取印象の主要な因子であることがわ
かった．聴取印象（第二層）と音響特徴量（第三層）の関係の解明には，SD法の結果と
抽出した音響特徴量との間で相関分析を行うことで調査した．抽出した音響特徴量は基本
周波数（F0）に関する特徴量，パワーに関する特徴量，スペクトルに関する特徴量，時間
長に関する特徴量である．相関分析の結果，F0の平均値，最大値，変化の傾きならびに
スペクトル傾斜の最大値とダイナミックレンジが「はきはき」と相関があった。F0の変
化の傾きとスペクトル傾斜のダイナミックレンジは動的な特徴量である．このことから，
「はきはき」は動的成分に関わる聴取印象であることが確認できた．
さらに，分析の結果明らかとなった，「はきはき」に関する三層構造モデルの検証をボト
ムアップ的に行った．検証を行う上で，F0の変化の傾きとスペクトル傾斜のダイナミッ
クレンジを変化させた刺激音を作成した．まず，作成した刺激音が第二層の聴取印象を制
御できているかを検証した．その結果，F0の変化の傾きとスペクトル傾斜のダイナミッ
クレンジを変化させることで，「はきはき」の強度を段階的に制御できていることを確認で
きた．次に，第三層の音響特徴量の変化が第一層の個人性知覚に与える影響を検証した．
その結果，「はきはき」に関する音響特徴量の変化が個人性知覚に影響を与えた．よって，
音声中の動的成分は個人性知覚に影響を与えていることが明らかとなった．また，聴取印
象の強度が個人性知覚に影響を与えていることが示唆された．さらに，本研究で得られた
知見や本研究で用いた手法は，“ヒトはどのように話者を判断しているのか？” “ヒトはど
のように音声中から言語情報を得ているのか？” という大きな課題の解明に繋がるものと
考える．
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